SP RTJACJ51 が 付 銭 2023 年 10 月 10 昌 


ハマ ス と は 死 と 敗北 ある の み 


【 レ スチ ナ 解 放 へ の 
時 命 的 な 道 


以下 の 文書 は 、 国際 共産 主義 者 同 器 (第 四 イ ンタ 
ー ナ ショ ナリ スト ) の 10 月 10 日 付け 『SPARTACISTI 
付録 の 拓 訳 で ある 


二 つ の と と を は っ きり させ て お こと う 。 第 一 に 、 パ 
レス チ ナ 人 は 、 イ スラ エル 国家 に よる 残忍 な 民族 
抑圧 と 無 差別 な 殺害 に 直面 し て いる 。 彼ら は 、 武 
力 に よる も の も $ 含 め て 、 彼ら 自身 を 防衛 する あら ゆ 
る 権利 を 持っ て いる 。 第 二 に 、 ハ マス と その 同調 者 
に よる イス ラ エ ル の 民間 人 を 標的 に し た 殺害 は 、 パ 
レス チ ナ の 解放 に と っ て まっ た く の 逆 効果 と な る 卑 
劣 な 犯罪 行為 で も や る 。 ガザ が 現在 イス ラ エ ル 国 防 
軍 の 手 で 人 錠 僚 と 大 量 の 殺害 に 直面 し て いる な か 、 

国際 労働 運動 は この 猛攻 撃 に 緊急 Ne 
れ ば な ら な い 。 し か し 、 前 進 し 勝利 する た め に は 、 
パレ スチ ナ 解 放 闘 争 が 、 イ スラ ム 主 義 で あろ うと 世 
俗 的 な 民族 主義 で あろ うと 、 提供 され た すべ て の 
も の と は まっ た く 異 な る 道 が 必要 で ある 。 必要 と な 
NM 左翼 リベラ ル や 似非 社会 主義 者 の 陰謀 団 

よる 空虚 な 共感 の 情 で は な く 、 パレスチナ 解放 
の 的 な 道 で ある 。 


いか に し て シオ ニス ト 国 家 を 敗北 させ る の か 


英 を 倒す に は 、 そ の 点 を 利用 し 、 そ の 強み を 
無力 化し な けれ ば な ら な い 。 イス ラ エ ル 国 家 の 強 
彰 さ は 、 そ の 国境 内 に 住む 何 百 万 人 も の ユダ ヤ 人 
が 、 こ の 国家 を 敵対 的 な 地域 の な か で 自身 を 防衛 
する 唯一 の 方 法 だ と 考え て いる と いう 事実 か らき 
て いる 。 これ が 事実 で ある 限り 、 イ スラ エル 人 は シ 
オニ スト 国家 を 防衛 する た め 死 力 を 尽く し て 戦う だ 
ろう 。 これ こそ 、 ブリ テン 帝国 主義 シオ ニス ト ・ プ 
生生 と 決め た と きか ら 、 全て が 
計画 の うち だ っ た 。 今日 、 米国 と イス ラ エ ル は 、 パ 


レス チ ナ 人 の 民族 的 権利 を 侵害 し 、 ユ ダ ヤ 人 と イス 
ラム 教徒 の 間 に 恒 久 的 な 敵対 状態 を 助長 する こと 
に より 、 中 東 に お ける 彼ら の 利益 を 確保 し て いる 
軍事 化 さ れ た 人 口 と 帝国 主義 の 支援 と いう 組み 合 
わせ が 、 イ スラ エル 国家 に その 強 さ と 無 区 の 外見 
を 与え て いる 。 


し か し な が ら 、 こ の 構造 は 、 も ろ い も の で あり 、 
支配 者 階級 に 助長 され た 包囲 心理 に よっ て の み 維 
持 さ れ て いる 。 弱点 は まさ に 、 こ れ が ます ます 極端 
に 腐敗 し た 狂信 者 の 一 派 に よっ て 支配 され る 軍事 
化 さ れ た 神 政 国 家 で ある と いう こと で ある 。 イス ラ 
エル の 労働 者 た ち は 、 徴兵 制 、 宗教 的 統制 、 残忍 
な 労働 ・ 生 活 条件 に 直面 し て いる 。 これ ら に 対す 
る いか な る 抵抗 も る 、 ユ ダ ヤ 人 の 裏切り だ と いう 閣 印 
を 押さ れる 。 この 状況 は 、 イ スラ エル に 人 種 的 、 社 
会 的 、 政治 的 な 深い 亀裂 を 生み 出し て いる 。 こう し 
た 亀 像 は 、 シ オニ スト 国家 を 砕け 散 し 、 パレスチナ 
人 を 解放 する た め に 利用 され な けれ ば な ら な い 。 


ハマ ス に よる ジハード 戦略 は 、 こ の よう な こと は 
何 も せ ず 、 イス ラ エ ル の 強み を 生か す だ け で ある 。 
イス ラ エ ル の 民間 人 を 標的 に する こと に より 、 彼 ら 
は 、 嫌 わ れ た ネタ ニヤ フ 政 権 の 背後 に 全 イ スラ エ 
ル 人 を 結集 させ る こと に 、 成功 し た だ け で ある 。 さ 
ら に 社会 全体 が 、 ガ ザ に 対す る 血 な まぐ さい 軍事 
的 対応 の 背後 に 団結 する こと を 保証 する こと に 
成功 し た だ け で ある 。 こう し た 諸 条 件 下 で の 軍事 
的 対決 は 、 パ レス チ ナ 人 に 敗北 と 計り 知れ な い 死 
を も ゎ もたらす だ ろう 。 ユダ ヤ 人 労働 者 と その 支配 者 と 
の 間 の 結び 付き を 断ち 切る こと な し に 、 何 ら の 勝 
利 も あり えな い 。 そし て これ は 、 イ スラ エル / パ レス 
チ ナ で 民族 と し て 生き る イス ラ エ ル 系 ユダ ヤ 人 の 民 
主 的 権利 を 認め る こと な し に は な し えな い 。 


イス ラム 教主 義 者 と パレ スチ ナ 民 族 主 義 者 は 、 
常に 、 イ スラ エル の ユダ ヤ 人 全体 に 対し 戦い を 向け 
る か 、 シ オニ スト 国家 と の 共存 を 受け 入れ る か の ど 
ちら か に と ら わ れ て いる 。 どちら $ ゃ 袋小路 で ある 。 
重要 な の は 、 イ スラ エル 人 民 と 神 政 国家 の 間 に く 
さび を 打ち 込む こと で ある 。 これ は 、 マ ルク ス 主 義 
の 軍事 的 ・ 政 治 的 戦略 に よっ て の みな すこ と が で 
きる 。 それ は 、 相互 に 関連 する 階級 と 国家 の 対立 
が 、 私 有 財 産 の 範囲 内 で 解決 で き な い と いう 理解 
に 基づい て いる 。 この 出発 点 か あか ら の み 、 パ レス チ ナ 
人 と イス ラ エ ル の 労働 者 階級 双方 の 利益 に 対応 す 
る 綱領 を 練り 上 げ る こと が 可能 で ある 。 

土地 の 問題 を と っ て みて も 、 パ レス チ ナ 人 は 、 彼 ら 
に 対し て 行わ れ た 歴史 的 犯罪 に 関し て 、 正当 に ゃ も 返 
還 を 望ん で いる 。 既存 の 社会 構造 の な か で は 、 ユ ダ 
ヤ 人 が し ば し ば 何 世 代 に も わた っ て 住み 続け て きた 
土地 を 保持 する 権利 と 和解 させ る こと は 不可 能 で あ 
る 。 し か し イス ラ エ ル は 、 全て の 資本 主義 社会 と 同 
様 に 、 極め て 不平 等 で ある 。 ほとん どの 土地 と 財産 
は 人 口 の ご < 一 部 に 支配 され て いる が 、 大 多数 の 人 
々 は 何と か や っ て いこ うと 必死 で ある 。 この 寄生 的 
な 層 を 収奪 の 標的 と する こと に より 、 パ レス チ ナ 人 に 
正義 を も た らし 始め 、 ユ ダ ヤ 人 労働 者 た ちの 諸 条 件 
を 改善 する こと も 可能 で ある 。 

軍事 レベ ル で は 、 パレ スチ ナ の 抑圧 は 耐え 難い 
犠牲 を 払う こと を イス ラ エ ル 社 会 に 示す た め 、 イ ス 
ラ エ ル 国 防 軍 に 最大 限 の 圧力 を か ける 必要 が あ 
る 。 無 差別 に イス ラ エ ル の 諸 都市 に ロケ ッ ト 弾 を 打 
ち 込 むこ と は 、 部 隊 の 戦う 意志 を 増大 させ る だ け 
で ある 。 その 代わ り に 、 パ レス チ ナ の 全 人 口 を 動員 
し て 、 隅 々 に わた る 領土 の 侵犯 に 反対 し 、 ガザ と ヨ 
ル ダ ン 川西 岸 地区 の 包囲 を 打ち 破 ら な けれ ば な ら 
な い 。 


し か し 、 軍 事 抵抗 だ け で は 勝利 を も あたら すこ と 
は で き な い 。 つ まり それ は 、 イス ラ エ ル 内 部 で の 階 
級 闘争 の 展望 と 結び 付か な けれ ば な ら な い 。 これ 
に は 、 労 働 者 の 経済 的 解放 の た め の 闘 争 、 ア ラブ 
人 と 非 白人 の ユダ ヤ 人 へ の 人 種差 別に 反対 する 闘 
争 、 宗教 と 国家 の 分 離 の た め の 闘 争 が 必要 で あ 
る 。 こう し た こと は 、 どん な 社会 進歩 の 道 に も 立ち 
塞がる 主要 な 障害 物 を 打ち 破る こと に 結び 付か な 
けれ ば な ら な い 。 すなわち イス ラ エ ル に よる パレ ス 
チ ナ 人 の 抑圧 で ある 。 イス ラ エ ル に お ける 草 命 家 
の 全体 に わた る 任務 は 、 シオ ニス ト 労 働 指導 者 に 
対す る 闘い の 中 で 、 まさ に 労働 運動 が パレ スチ ナ 
解放 の 大 義 を 担う た め に 戦う こと で ある 。 


重要 な の は 、 都 市 部 で の 階級 闘争 を 、 分 像 させ 


る 展望 を も っ て 、 イス ラ エ ル 軍 内 部 に も 持ち 込ま な 
けれ ば な ら な いこ と で ある 。 イス ラ エ ル 国 防 軍 は 、 
兵役 を 強制 され る 徴集 兵 で 圧倒 的 に 構成 され て い 
る 。 も し 兵役 が も は や ユダ ヤ 人 の 存続 に と っ て 不可 
欠 だ と 見 な され ず 、 も し パレ スチ ナ 人 を 抑圧 する 犠 
牲 が あま り に も ゃ 巨大 に な り 、 そ し て も し イス ラ エ ル 国 
内 の 対立 が 沸点 に 達する な ら ば 、 イ スラ エル 軍 に は 
亀裂 が 入る 可能 性 が あり 、 そ し て 入る だ ろう 。 


75 年 以上 に わた る 残酷 な た 歴史 は 、 イ スラ エル の 
ユダ ヤ 人 と パレ スチ ナ 人 の 運命 に 完全 に 絡み 合っ 
て きた 。 パレ スチ ナ の 解放 に は シオ ニス ト 国 家 の 
粉砕 が 必要 で あり 、 そ れ は イス ラ エ ル 労 働 者 階級 
の 解放 な し に は 不可 能 で ある 。 同様 に 、 イ スラ エ 
ル 労 働 者 の 経済 的 、 民主 的 、 社会 的 な 前 進 、 さ ら 
に は 中 東 に お ける 彼ら の 存続 で さえ も 、 シ オニ スト 
国家 の 基盤 その も の で ある パレ スチ ナ の 抑圧 を 終 
わら せる こと が 必要 で ある 。 


いか に し て 帝国 主義 を 敗北 させ る か 


イス ラ エ ル は 、 ガザ に 対す る 猛攻 撃 の 無 条 件 の 
支持 に よっ て 再度 わか る よう に 、 米国 と 全て の 他 
の 帝国 主義 列強 に 後押し され て いる 。 し た が っ て 、 
パレ スチ ナ 人 の 解放 に は 、 中 東 で 、 究極 的 に は 世界 
で 帝国 主義 に 立ち 向かい 打倒 する 戦略 が 必要 で 
ある 。 し か し 、 民族 主義 者 た ち は 全 くそ うす る こと 
が で き な い 。 彼ら は 、 国連 や 「 国 際 コ ミュ ニテ ィ 」 を 
信じ る か 、 あ る い は 米国 に 反撃 する た め ア ラブ 諸 
国 を 当て に する 。 


国連 は 、 米国 と | 大 」 強国 に 支配 され る 盗人 の 
巣 扇 で ある 。 こう し た 強国 自身 、 パ レス チ ナ の 分 
割 と 引き 続く 抑圧 に 責任 を 負っ て いる 。 帝 国 主 義 
者 間 で の 総意 は 、 徹底 し て 親 イ スラ エル で ある 。 
た と え ぇ 彼ら が 停戦 と か 和平 協定 を 調停 し た と し て 
も 、 そ れ は 必ず や 彼ら の 利益 を 反映 する 。 その 利 
益 と は 、 こ の 地域 の 前 哨 基 地 と し て 、 シ オニ スト 国 
家 を 維持 する こと で ある 。 パレ スチ ナ 解 放 機 構 か 
ら イ スラ エル へ の ボイコット ・ 出 資 引 き 揚げ ・ 制 裁 

(BDS) の キャ ン ペ ー ン に 至る まで 、 世 界 の 強盗 ど 
も に 頼る いか な る 戦略 も る 、 パ レス チ ナ の 抑圧 を 増 
強 さ せ 敗 北 へ と 導く だ け で ある 。 


エジプト 、 ヨルダン 、 レバ ノン か ら イ ラン に 至る ま 
で 、 イ スラ ム 諸 国 に つい て は 、 彼 ら 自 身 の 日 和 見 的 
な 利益 の た め に 、 幾度 と な く パ レス チ ナ 人 を 裏切っ 
て きた 。 イス ラム 世界 を 支配 する シェ イク や 独裁 者 
や ムラ ー は 、 自 身 の 経 済 的 ・ 軍 事 的 な 目的 を 手 助 
けし 、 自 身 の 地 位 を 強化 する 範囲 で の み 、 パ レス 
チ ナ を 「 擁 護 す る | だ ろう 。 パレ スチ ナ 解 放 の た め 


の 闘争 を 彼ら と 結び 付け る いか な る 戦略 も 、 必ず 
や 結局 裏切り で 終わ る だ ろう 。 


必要 な の は 、 帝 国 主 義 者 や 地域 の 資本 主義 支 
配 者 の | 国際 コ ミュ ニテ ィ 」 に 基づく の で は な く 、 
全て の 帝国 主義 と 資本 主義 の 強国 に 反対 する 国 
際 労 働 者 階級 の 動員 に 基づく 戦略 で ある 。 必要 な 
の は 、 米 帝国 主義 者 を 追い 出し 、 こ の 地域 全体 を 
解放 する た め 、 中 東 全 域 の 労働 者 と 農民 の 同盟 で 
ある 。 これ に は 、 米国 の 手先 と し て 利用 され 続け る 
こと に 、 何 ら 利益 を 持た な い ユ ダ ヤ 系 イス ラ エ ル 人 
労働 者 が 含ま れる 。 さら に 、 パ レス チ ナ の た め に 戦 
う 闘 士 は 、 イ スラ エル へ の 武 問 輸送 を 阻止 する た 
め 、 米国 、 ブ プリ テン 、 フラ ンス 、 ドイ ツ の 労働 者 階 
級 組織 と の 国際 戦線 を 打ち 建て な けれ ば な ら な 
い 。 この 貨物 を 扱っ て いる の は 、 こう し た 労働 者 た 
ちな の で ある 。 そし て 、 彼ら の 闘争 こそ 、 帝国 主 義 
を 弱体 化 さ せ 、 パ レス チ ナ 解放 の 大 義 を 前 進 さ せ 
る 最も 確実 な 方 法 な の で ある 。 


し か し 、 こ うし た 最も 信頼 で きる 同調 者 は 、 汎 イ 
スラ ム 主 義 者 や 民族 主義 者 に より 拒絶 され て いる 
人 々 で ある 。 汎 イ スラ ム 主 義 者 や 民族 主義 者 は 、 ア 
ラブ の 支配 者 に 同調 する な か で 、 ア ラブ 大 衆 の 搾 
取 者 た ちと 同 盟 し て いる 。 そし て 、 米国 や ヨー ロッ 
パ の 労働 者 は 、 ユ ダ ヤ 人 労働 者 を 含め て 、 イ スラ ム 
の 旗 の 下 で 、 全 イ スラ エル 人 の 破壊 を 目指 し て 行わ 
れる 闘争 に 決し て 勝ち 取ら れ な い だ ろ う 。 


ハマ ス へ の 社会 主義 チア リー ダー た ち 


10 月 7 日 の イス ラ エ ル に 対す る ハマ ス の 攻撃 の 
後 、 親 イス ラ エ ル の 報道 機関 は 、 イ スラ エル の 血 な 
まぐ さい 軍事 報復 を 正当 化し 、 パ レス チ ナ の 抑圧 
を ご ど ごまかす た め の 大 規模 な 宣伝 攻勢 を 展開 し て き 
た 。 これ に 反撃 する た め 、 ブリ テン の 社会 主義 労 
働 者 党 か ら ギ リ シ ャ 共 産 党 に 至る まで 、 い わ ゆ る 
共産 主義 者 や 社会 主義 者 た ち は 、 パ レス チ ナ の 自 
衛 権 の 名 目 で 、 ハ マス が 民間 人 を 標的 と する 犯罪 
を う や む や に し た 。 


これ は 、 共 産 主義 の 名 を 、 ハ マス の 犯罪 と 結び 
付け る こと で 、 泥沼 に 引き ずり 込む だ け で な く 、 ま 
た パレ スチ ナ の 人 々 が 、 狂信 的 な イス ラム 主義 の 虐 
殺 者 に より 導 か れ 続 ける の を 受け 入れ る 。 彼ら は 、 
ハマ ス が パレ スチ ナ の 解放 を も た ら さ な い の を 十 


分 よく 知っ て いる 。 し か し な が ら 空 虚 な 自由 主義 の 
連帯 と いう こと か ら 、 こ の 間 題 に 関し て 沈黙 を 決め 
MA で いる 。 


ハマ ス の 戦略 の 全て は 、 強力 な イス ラ エ ル の 反 
撃 を 誘発 する こと で ある 。 そし て 実際 に ガザ 全土 
で 自爆 ベス ト を 身 に 着け させ る こと で ある 。 イス ラ 
エル に よる 血 な まぐ さい 報復 に 反対 し ガザ の 防衛 
に 明確 に 立ち 上 が る こと は 必要 で ある が 、 同時 に 
ハマ ス の 破 減 的 な 戦略 に 反対 する 。 

トロ ツキ スト ・ フ ラク ショ ン の 米国 支部 で ある レ 
フト ・ ヴ ォ イ ス [|Left Voicel の よう な いく つか の 左 
四 は 、 そ の 記事 の 最後 で 火 の よ うに ささ や いて い 
る 。 | 我々 は パレ スチ ナ 人 民 の 抵抗 の 側 に いる が 、 
神 政 国 家 を 樹立 する の を 目標 と する ハマ ス の 戦略 
や や 方法 を 私 た ち は 共 有する こと を 示唆 する も の で 
は な い 」| (10 月 7 日 ) 。 と は いえ 、 彼ら が 何ら 書か な 
い の は 、 パ レス チ ナ 解放 闘争 に 関し て 民族 主義 と 
イス ラム 主義 の 支配 を 打ち 破る こと を 目指 す と いう 
点 で ある 。 彼ら は 、 大 部 分 の 左翼 の よう に 、 自由 主 
義 の チア リー ダー の 役割 を 担っ て いる 。 そし て 彼ら 
は 、 抑圧 され た 集団 が 破 減 の ふち に 導 か れつ つ あ 
っ て さえ も 、 こう し た 集団 に 対し 批判 的 に な る こと 
が で き な い の で ある 。 


パレ スチ ナ 人 の 必死 の ます ます 高まる 解放 に 向 
けた 実行 可能 な 道 の 必要 性 を 考え れ ば 、 似 非 社 
会 主義 左翼 の 役割 は いっ そう 卑劣 な も の で ある 。 
諸事 件 は 、 数 十 年 間 見 られ な か っ た 大 量 殺 りく と 
反動 の 水準 へ と 、 急速 に 進行 し て いる 。 も し 社会 
主義 者 が 衝突 の 革命 的 な 解決 の た め に 戦わ な け 
れ ば 、 パレ スチ ナ 人 の 増大 する 自暴自棄 は 、 再 び イ 
スラ ム 主 義 の 反動 に 身 を ゆだね る こと へ と 向かう だ 
ろう 。 一 方 で ユダ ヤ 人 は ほ 、 い っ そう 深く シオ ニズム に 
ゆだね る こと へ と 追い や られ る 。 この 反動 の カー ニ 
バル は 、 イ スラ エル と パレ スチ ナ の 国境 内 に と ど ま 
る こと は な く 、 中 東 と 世界 中 の いた る 所 に 広がる だ 
ろう 。 この 連鎖 を 断ち 切る こと こそ 、 社 会 主義 者 の 
緊急 の 任務 で ある 。 
ガザ を 防衛 せよ ! 


イス ラ エ ル は 、 ヨル ダン 川西 岸 と ゴラン 高原 か ら 出 
て いけ ! 


中 東 の 社会 主義 連邦 を ! 


国際 共産 主義 者 同盟 (第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナリ スト ) 
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